
様式４

都市再生整備計画　フォローアップ報告書

北習志野駅周辺地区

<第二期>

平成２９年１２月

千葉県船橋市



１．数値目標の達成状況の確認（確定値）

様式4－①　都市再生整備計画に記載した目標を定量化する指標の確定

単位 評価値 目標達成度 理由 改善策の方向性

確定 あり ‐

見込み ● なし ‐

確定 あり ‐

見込み ● なし ‐

確定 あり ‐

見込み なし ‐

確定 あり ‐

見込み なし ‐

※全ての指標について記入

様式4－②　その他の数値指標の確定

単位 評価値 達成度 理由 改善策の方向性

確定

見込み

※全ての指標について記入事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-②から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

H　　年　月
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

その他の
数値指標１

事後評価シート　様式２-1及び添付様式2-①から転記　※全ての指標について記入 ※フォローアップの必要のある指標について記入

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見

見込み・確定の別
1年以内の
達成見込み

□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標４
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

指標３

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

歩道を整備したことにより、対象区間
での交通事故が減少した。

指標１ ２駅乗客数 人/日 43,620 45,000 46,601 ○

指標２ 交通事故件数 件／年 13 8 8 ○ 4
H２８年４月 ～

H２９年３月

確定値が評価値と比較して大きな差異がある
場合や改善が見られない場合等

総合所見
見込み・確定

の別
1年以内の
達成見込み

46,387
H２８年４月 ～

H２９年３月

指　標 従前値 目標値

事後評価
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟに
よる確定値

計測時期
ﾌｫﾛｰｱｯﾌﾟ時

点での達成度

○
□　改善策はそのまま
□　改善策に補強が必要
□　新たに改善策をたてる

都市計画道路３・４・２５号線の整備を
したことにより、歩道が安全に通行で
き、第一期に整備した施設との相乗
効果から駅の利用者数が増加した。



２．今後のまちづくり方策の検証

様式4－③　「今後のまちづくり方策」の進捗状況

様式4－④　フォローアップにより新たに追加が考えられる今後のまちづくり方策

事後評価シート　添付様式5－③から転記

追加が考えられる今後のまちづくり方策 具体的内容 実施時期 実施にあたっての課題　その他特記事項

改善策

・まちづくりの目標を達成するた
めの改善策

・残された課題・新たな課題への
対応策

・その他　必要な改善策

耐久年数の向上

交通事故の減少
次年度以降、沿線路線の歩道整備工事をし、連続した歩行空間の
確保を図る。

適切に維持・管理を行い、長寿命化を図る。

道路の交通安全対策 歩道整備工事

事後評価シート　添付様式5－③に記載した
今後のまちづくり方策（事項）

実施した具体的な内容 実施した結果 今後の課題　その他特記事項

・成果を持続させるために
行う方策

整備された公共施設の適正な維持管理 路盤からの打替えによる道路整備工事



都市再生整備計画（第
だ い

２回
か い

変更
へ ん こ う

）

北習志野
き た な ら し の

駅
え き

周辺
し ゅ う へ ん

地区
ち く

千葉
ち ば

県
け ん

　船橋市
ふ な ば し し

・様式は、Ａ４長辺側を、２箇所ホチキス留めすること。

平成２７年１２月



都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 158 ha

平成 24 年度　～ 平成 27 年度 平成 24 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

人/日 平成２２年度 平成２８年度

件/年 平成２２年度 平成２８年度

都道府県名 千葉県 船橋
ふなばし

市 北習志野
きたならしの

駅
えき

周辺
しゅうへん

地区
　ちく

計画期間 交付期間 27

交通が便利で楽しくショッピングができる住宅地の創出

   目標1：歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用できる施設の整備

　北習志野駅周辺地区は、本市の東部に位置し公団開発による集合住宅を中心に自然発生的な住宅地により形成され、駅周辺には商店街が形成されている。
　また、北習志野駅には新京成線・東葉高速鉄道の鉄道２線が乗り入れており、１日の平均乗降客数は約７９，０００人のターミナル駅となっており、高根木戸駅・高根公団駅・船橋日大前駅の１日の平均乗降客数は、それぞれ、約８，０
００人、約１４，０００人、約１４，０００人であり都心への通勤圏として利便性の高い住宅地となっている。
　当該周辺地区における主要な都市施設としては、北習志野駅東側に北習志野近隣公園、船橋アリーナ（総合体育館）、習志野台公民館、社会福祉会館等の公共公益施設が点在しており、日本大学や付属中・高校などの教育施設
が立地し地域の持つ土地利用の特徴の一つとなっている。
　また、駅へのアクセスや地区内外の交通の円滑な処理を図るため、３・４・２５号線といった都市計画道路や北習志野駅駅前広場(面積約0．76ha）等が都市計画決定されており、船橋日大前駅周辺においては、都市再生機構による
土地区画整理事業が行われ、新たな住宅地が形成されつつある。
　なお、北習志野駅周辺においては、市民と協働によるまち歩き等を実施しており、市民意向を反映した交通安全対策や道路等のバリアフリー化を推進する事業計画が策定されている。

　この地区は、平成１９年度から平成２３年度まで、都市再生整備計画に基づき、まちづくりの目標を達成するよう事業が行われて来た地区であるが、事後評価の結果を受け、引き続き当該２期計画を実施する。

   北習志野駅周辺地区は、都心への通勤圏に位置し良好な住宅地が形成され、各駅周辺には、商店街等の生活利便施設が形成され周辺居住者等に日々利用されているが、これらの施設を利用する駅利用者や商店街利用者等が
安全かつ快適に利用できる施設の整備が課題となっている。
 　そこで、都市計画道路の整備等の各種事業を一体的に推進することにより、交通が便利で楽しくショッピングができる住宅地の創出を図る必要がある。

●平成１２年３月、「生き生きとしたふれあいの都市・ふなばし」をまちづくりの目標とした『船橋市総合計画』を策定し、当該地区は「北習志野駅周辺は、東葉高速鉄道と新京成線との乗り換えによって都心への直接乗り入れが可能とい
う利便性を活かし、市民の豊かな生活を支えるにぎわいと交流のある地域商業拠点として整備を推進する。」こととしている。
●平成１３年２月、『船橋市都市計画マスタープラン』を策定し、当該地区は「バスや鉄道の乗り継ぎが便利な交通ターミナル機能をもち、楽しくショッピングができ、地域の人々が集う、にぎわいと交流のあるまちを目指す。」こととしてい
る。
　   ◎歩行者と自転車利用のためのみちづくり・・・都市計画道路・歩道の整備

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

交通事故件数
3・4・25号線(その１～３）・3・4・20号線における交通事故件
数
【指標：４路線の合計値】

幹線道路における歩道を整備することにより、事故件数を減少さ
せる。

13 8

2駅乗客数
2駅（北習志野駅・高根木戸駅）の乗客数
【指標：２駅の合計値】

歩行者・自転車利用者が安全かつ快適に利用できる施設の整備
や第１期計画により整備された施設等との相乗効果で、乗客数を
増加させ交通が便利で楽しくショッピングができる住宅地を創出す
る。

43,620 45,000



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他

方針に合致する主要な事業
・整備方針１
　・駅へアクセスする歩道等を整備し歩行者や自転車利用者の安全性や快適性を高める。

・《基幹事業　道路》　市道００－０２０号線道路整備事業
・《基幹事業　街路》　３・４・２５号線道路整備事業（その１）
・《基幹事業　街路》　３・４・２５号線道路整備事業（その２）
・《基幹事業　街路》　３・４・２５号線道路整備事業（その３）
・《基幹事業　街路》　３・４・２０号線道路整備事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

道路（道路） 船橋市 直 60ｍ H19 H26 H26 H26 389 0 0 0
道路（街路） 船橋市 直 902ｍ H19 H28 H24 H27 2,981 620 620 620

道路（街路） 船橋市 直 300ｍ H25 H31 H25 H27 1,105 173 173 173

道路（街路） 船橋市 直 243ｍ H25 H29 H25 H27 628 338 338 338

道路（街路） 船橋市 直 446ｍ H24 H30 H24 H27 1,580 206 206 206

公園

古都及び緑地保全事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

既存建造物活用事業（中心拠点誘導施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

地区再開発事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 6,683 1,337 1,337 0 1,337 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

合計 0 0 0 0 0 …B

合計(A+B) 1,337
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
船橋市 国土交通省 902ｍ ○ H19 H28 2,981

船橋市 国土交通省 300ｍ ○ H25 H31 1,105

船橋市 国土交通省 243ｍ ○ H25 H29 628

船橋市 国土交通省 446ｍ ○ H24 H30 1,580

合計 6,294

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名
（いずれかに○） 事業期間

全体事業費

道路（街路） ３・４・２５号線（宮本古和釜町線）その１

道路（街路） ３・４・２５号線（宮本古和釜町線）その3

規模

道路（街路） ３・４・２０号線（印内習志野台線）

道路（街路） ３・４・２５号線（宮本古和釜町線）その2

まちづくり活
動推進事業

事業活用調
査

交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

住宅市街地
総合整備
事業

0.4

３・４・２５号線（宮本古和釜町線）その２

３・４・２５号線（宮本古和釜町線）その３

３・４・２０号線（印内習志野台線）

交付対象事業費 1,337 交付限度額 535 国費率

交付期間内事業期間
細項目

３・４・２５号線（宮本古和釜町線）その１

事業 事業箇所名 事業主体 直／間 規模
（参考）事業期間

市道00-020号線



都市再生整備計画の区域

　北習志野駅周辺地区（千葉県船橋市） 面積 158 ha 区域
習志野台1丁目～３丁目、高根台５丁目の全部と習志野台４丁目～６丁目、
高根台３丁目、４丁目、６丁目、松が丘１丁目、３丁目～５丁目、古和釜町の一部

※　計画区域が分かるような図面を添付すること。
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